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�試験計画段階試験計画段階試験計画段階試験計画段階

�解析計画の立案（解析計画書）解析計画の立案（解析計画書）解析計画の立案（解析計画書）解析計画の立案（解析計画書）

�集計解析の実施集計解析の実施集計解析の実施集計解析の実施

�解析報告書の作成解析報告書の作成解析報告書の作成解析報告書の作成

�総括報告書の作成総括報告書の作成総括報告書の作成総括報告書の作成

�集計解析の実施集計解析の実施集計解析の実施集計解析の実施

�解析報告書の作成解析報告書の作成解析報告書の作成解析報告書の作成

臨床試験における統計解析業務

業務の効率化を図る業務の効率化を図る業務の効率化を図る業務の効率化を図る
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業務分析①
�プログラム作成工程プログラム作成工程プログラム作成工程プログラム作成工程

� 集計結果の保証方法として、ダブルプログラミン集計結果の保証方法として、ダブルプログラミン集計結果の保証方法として、ダブルプログラミン集計結果の保証方法として、ダブルプログラミン

グを行っているグを行っているグを行っているグを行っている

� 作成に関しては最低限のルール化のみで、後は担作成に関しては最低限のルール化のみで、後は担作成に関しては最低限のルール化のみで、後は担作成に関しては最低限のルール化のみで、後は担

当者個人任せの状態当者個人任せの状態当者個人任せの状態当者個人任せの状態

� 膨大な量のソースとデータが発生膨大な量のソースとデータが発生膨大な量のソースとデータが発生膨大な量のソースとデータが発生

もっと効率良くプログラムの作成が行え、
ソースの管理を簡単に行えないか？
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業務分析②
�プログラム実行工程プログラム実行工程プログラム実行工程プログラム実行工程

� 目的の集計を行う為に各担当者が必要なプログラ目的の集計を行う為に各担当者が必要なプログラ目的の集計を行う為に各担当者が必要なプログラ目的の集計を行う為に各担当者が必要なプログラ

ムを順次実行するムを順次実行するムを順次実行するムを順次実行する

� 得られる結果に対する作業記録はその都度各担当得られる結果に対する作業記録はその都度各担当得られる結果に対する作業記録はその都度各担当得られる結果に対する作業記録はその都度各担当

者の責任で作成者の責任で作成者の責任で作成者の責任で作成

� 集計のたびに作業記録等のドキュメントの作成が集計のたびに作業記録等のドキュメントの作成が集計のたびに作業記録等のドキュメントの作成が集計のたびに作業記録等のドキュメントの作成が

発生発生発生発生

プログラムと結果の紐付が行え、実行した
際の作業履歴を自動的に残せないか？
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システム化の検討
�コンセプトコンセプトコンセプトコンセプト

� プログラム作成工程を見直し、集計プログラムプログラム作成工程を見直し、集計プログラムプログラム作成工程を見直し、集計プログラムプログラム作成工程を見直し、集計プログラム
をモジュール化し、モジュール毎にバリデーショをモジュール化し、モジュール毎にバリデーショをモジュール化し、モジュール毎にバリデーショをモジュール化し、モジュール毎にバリデーショ
ンをとるンをとるンをとるンをとる

� バリデーションをとったモジュールはシステムバリデーションをとったモジュールはシステムバリデーションをとったモジュールはシステムバリデーションをとったモジュールはシステム
上で変更履歴を自動的に取るようにする上で変更履歴を自動的に取るようにする上で変更履歴を自動的に取るようにする上で変更履歴を自動的に取るようにする

� バリデーション済のモジュールを必要に応じてバリデーション済のモジュールを必要に応じてバリデーション済のモジュールを必要に応じてバリデーション済のモジュールを必要に応じて

再利用し、作成工程を簡略化する再利用し、作成工程を簡略化する再利用し、作成工程を簡略化する再利用し、作成工程を簡略化する

� 頻繁に使うロジックはマクロ化し、ライブラリ頻繁に使うロジックはマクロ化し、ライブラリ頻繁に使うロジックはマクロ化し、ライブラリ頻繁に使うロジックはマクロ化し、ライブラリ
として活用し、生産性を高めるとして活用し、生産性を高めるとして活用し、生産性を高めるとして活用し、生産性を高める
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システム化の検討
�コンセプト（続き）コンセプト（続き）コンセプト（続き）コンセプト（続き）

� 集計は作成した各モジュールを組み合わせ、解析集計は作成した各モジュールを組み合わせ、解析集計は作成した各モジュールを組み合わせ、解析集計は作成した各モジュールを組み合わせ、解析
計画書の記載に沿った解析手順を作成し、その手計画書の記載に沿った解析手順を作成し、その手計画書の記載に沿った解析手順を作成し、その手計画書の記載に沿った解析手順を作成し、その手
順毎に行う順毎に行う順毎に行う順毎に行う

� 解析計画書と解析手順を管理する事で集計内容の解析計画書と解析手順を管理する事で集計内容の解析計画書と解析手順を管理する事で集計内容の解析計画書と解析手順を管理する事で集計内容の
管理を行う管理を行う管理を行う管理を行う

� 解析手順を実行した場合、その作業記録をシステ解析手順を実行した場合、その作業記録をシステ解析手順を実行した場合、その作業記録をシステ解析手順を実行した場合、その作業記録をシステ
ムで自動的に保存するムで自動的に保存するムで自動的に保存するムで自動的に保存する

� その他、業務遂行上発生する各種ドキュメントをその他、業務遂行上発生する各種ドキュメントをその他、業務遂行上発生する各種ドキュメントをその他、業務遂行上発生する各種ドキュメントを
システムで履歴管理するシステムで履歴管理するシステムで履歴管理するシステムで履歴管理する
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モジュール化について
�プログラムの分割プログラムの分割プログラムの分割プログラムの分割

� データ加工ステップ、集計ステップなどのパーデータ加工ステップ、集計ステップなどのパーデータ加工ステップ、集計ステップなどのパーデータ加工ステップ、集計ステップなどのパー
ツ毎にプログラムを分けるツ毎にプログラムを分けるツ毎にプログラムを分けるツ毎にプログラムを分ける

� 各パーツ毎にロジックの確認作業を行う各パーツ毎にロジックの確認作業を行う各パーツ毎にロジックの確認作業を行う各パーツ毎にロジックの確認作業を行う

� パーツに分ける事でプログラム本数が増えるが、パーツに分ける事でプログラム本数が増えるが、パーツに分ける事でプログラム本数が増えるが、パーツに分ける事でプログラム本数が増えるが、

バリデーションは簡単なパーツ毎なので、確認バリデーションは簡単なパーツ毎なので、確認バリデーションは簡単なパーツ毎なので、確認バリデーションは簡単なパーツ毎なので、確認

が行い易いが行い易いが行い易いが行い易い
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集計解析プロ集計解析プロ集計解析プロ集計解析プロ
グラムグラムグラムグラム

モジュール化の概念図

DM

集計結果集計結果集計結果集計結果

SASﾃﾞｰﾀｾｯﾃﾞｰﾀｾｯﾃﾞｰﾀｾｯﾃﾞｰﾀｾｯ

ﾄ作成ﾄ作成ﾄ作成ﾄ作成

モジュールモジュールモジュールモジュール

解析セット解析セット解析セット解析セット
①①①①

解析セット解析セット解析セット解析セット

集計①集計①集計①集計①

集計②集計②集計②集計②

検定①検定①検定①検定①

検定②検定②検定②検定②

結果整形①結果整形①結果整形①結果整形①

データ加工データ加工データ加工データ加工
①①①①

データ加工データ加工データ加工データ加工
②②②②

データ加工データ加工データ加工データ加工
③③③③

解析手順解析手順解析手順解析手順

解析手順①解析手順①解析手順①解析手順①

今までの今までの今までの今までの
プログラムプログラムプログラムプログラム

解析用解析用解析用解析用
データ加工データ加工データ加工データ加工

集計解析集計解析集計解析集計解析

結果整形結果整形結果整形結果整形
(必要に応じ必要に応じ必要に応じ必要に応じ)

プログラムプログラムプログラムプログラム
の分割の分割の分割の分割

各モジュール毎に各モジュール毎に各モジュール毎に各モジュール毎に
動作確認を行い、動作確認を行い、動作確認を行い、動作確認を行い、
バリデーションをバリデーションをバリデーションをバリデーションを
とり、その後のとり、その後のとり、その後のとり、その後の

修正履歴をとる修正履歴をとる修正履歴をとる修正履歴をとる

モジュールのモジュールのモジュールのモジュールの

組み合わせで頻繁組み合わせで頻繁組み合わせで頻繁組み合わせで頻繁
に使用する解析パに使用する解析パに使用する解析パに使用する解析パ
ターンを作成するターンを作成するターンを作成するターンを作成する

各モジュールと解析各モジュールと解析各モジュールと解析各モジュールと解析
セットを用い、一本セットを用い、一本セットを用い、一本セットを用い、一本
の集計プログラムとの集計プログラムとの集計プログラムとの集計プログラムと
なるような組み合わなるような組み合わなるような組み合わなるような組み合わ
せ情報を作成するせ情報を作成するせ情報を作成するせ情報を作成する
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臨床統計業務支援システムの概要

プログラム、データ、プログラム、データ、プログラム、データ、プログラム、データ、
実行結果、ログ、実行結果、ログ、実行結果、ログ、実行結果、ログ、

ドキュメントドキュメントドキュメントドキュメント

統計解析プログラム統計解析プログラム統計解析プログラム統計解析プログラム

Windows版 SAS ｼｽﾃﾑWindows版 SAS ｼｽﾃﾑWindows版 SAS ｼｽﾃﾑWindows版 SAS ｼｽﾃﾑ
Release 6.12Release 6.12Release 6.12Release 6.12

Oracle  8.0.6Oracle  8.0.6Oracle  8.0.6Oracle  8.0.6

登録・管理画面登録・管理画面登録・管理画面登録・管理画面

MS Visual Basic 6.0MS Visual Basic 6.0MS Visual Basic 6.0MS Visual Basic 6.0
（ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ開発言語）（ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ開発言語）（ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ開発言語）（ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ開発言語）

自動生成プログラム自動生成プログラム自動生成プログラム自動生成プログラム
のサブミットのサブミットのサブミットのサブミット

クライアント側クライアント側クライアント側クライアント側         Windows NT Workstation 4.0

データベース／ファイルサーバー側データベース／ファイルサーバー側データベース／ファイルサーバー側データベース／ファイルサーバー側
Windows NT Server 4.0

ファイルサーバーファイルサーバーファイルサーバーファイルサーバー

データベースサーバーデータベースサーバーデータベースサーバーデータベースサーバー

SUGI-J 2001 10

臨床統計業務支援システム
�機能概略機能概略機能概略機能概略

� テーマ・プロトコール管理テーマ・プロトコール管理テーマ・プロトコール管理テーマ・プロトコール管理
» システムが管理するテーマとプロトコールを設定するシステムが管理するテーマとプロトコールを設定するシステムが管理するテーマとプロトコールを設定するシステムが管理するテーマとプロトコールを設定する

� ユーザー管理ユーザー管理ユーザー管理ユーザー管理
» 登録したユーザーに権限（ロール）を与え、システム上登録したユーザーに権限（ロール）を与え、システム上登録したユーザーに権限（ロール）を与え、システム上登録したユーザーに権限（ロール）を与え、システム上

のセキュリティを設定するのセキュリティを設定するのセキュリティを設定するのセキュリティを設定する

� ライブラリ管理ライブラリ管理ライブラリ管理ライブラリ管理
» 検定手法等の標準ライブラリ化（ＳＡＳマクロ）検定手法等の標準ライブラリ化（ＳＡＳマクロ）検定手法等の標準ライブラリ化（ＳＡＳマクロ）検定手法等の標準ライブラリ化（ＳＡＳマクロ）

» 解析業務のセット化（パターン化）解析業務のセット化（パターン化）解析業務のセット化（パターン化）解析業務のセット化（パターン化）

� データ・プログラム・結果の履歴管理データ・プログラム・結果の履歴管理データ・プログラム・結果の履歴管理データ・プログラム・結果の履歴管理
» 登録、修正、実行、結果登録のイベント毎に必要な履歴登録、修正、実行、結果登録のイベント毎に必要な履歴登録、修正、実行、結果登録のイベント毎に必要な履歴登録、修正、実行、結果登録のイベント毎に必要な履歴

をシステム上に保存するをシステム上に保存するをシステム上に保存するをシステム上に保存する
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バリデー
ション

臨床統計臨床統計臨床統計臨床統計

業務支援システム業務支援システム業務支援システム業務支援システム

臨床統計業務支援システム
業務の流れ

モジュー
ルの登録

モジュール
①

モジュール
②

モジュール
の作成

モジュール
①

モジュール
②

サンプル
データ

＋

解析手順
の作成

モジュール
①

マクロａ

モジュール
②

検定①
マクロｂ

マクロａ

標準
ライブラリ

集計用
データ

データ

検定①

マクロｂ
解析セット

①

解析セット

解析セット
①

解析
手順
①

実行

集計結果
の登録

結果①
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臨床統計業務支援システム
メインメニュー画面
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臨床統計業務支援システム
ライブラリ管理者画面①
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臨床統計業務支援システム
ライブラリ管理者画面②
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臨床統計業務支援システム
ユーザー画面①－１
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臨床統計業務支援システム
ユーザー画面①－２
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臨床統計業務支援システム
ユーザー画面②－１
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臨床統計業務支援システム
ユーザー画面②－２
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臨床統計業務支援システム
ユーザー画面③－１
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臨床統計業務支援システム
ユーザー画面③－２
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臨床統計業務支援システム
ユーザー画面③－３
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臨床統計業務支援システム
ユーザー画面③－４
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臨床統計業務支援システム
ユーザー画面③－５
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/* /* /* /* Header Define Header Define Header Define Header Define ----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------
テーマＮＯ　　　　テーマＮＯ　　　　テーマＮＯ　　　　テーマＮＯ　　　　 ：：：： D1234D1234D1234D1234
テーマ名　　　　　テーマ名　　　　　テーマ名　　　　　テーマ名　　　　　 ：：：： TTTT----1234123412341234
プロトコールＮＯ　プロトコールＮＯ　プロトコールＮＯ　プロトコールＮＯ　 ：：：： P123P123P123P123
試験名　　　　　　試験名　　　　　　試験名　　　　　　試験名　　　　　　 ：：：： TTTT----1234 1234 1234 1234 第Ⅲ相比較試験第Ⅲ相比較試験第Ⅲ相比較試験第Ⅲ相比較試験
解析手順名　　　　解析手順名　　　　解析手順名　　　　解析手順名　　　　 ：：：： 2_02_01_2_02_01_2_02_01_2_02_01_背景背景背景背景
解析手順バージョン解析手順バージョン解析手順バージョン解析手順バージョン ：：：： 1111
解析手順分類　　　解析手順分類　　　解析手順分類　　　解析手順分類　　　 ：：：： 被験者背景／人口統計被験者背景／人口統計被験者背景／人口統計被験者背景／人口統計
登録者　　　　　　登録者　　　　　　登録者　　　　　　登録者　　　　　　 ：：：： s14301s14301s14301s14301
登録日　　　　　　登録日　　　　　　登録日　　　　　　登録日　　　　　　 ：：：： 01/06/14 01/06/14 01/06/14 01/06/14 午前午前午前午前 9:15:349:15:349:15:349:15:34
プログラムＩＤ　　プログラムＩＤ　　プログラムＩＤ　　プログラムＩＤ　　 ：：：： AUT00006305.SASAUT00006305.SASAUT00006305.SASAUT00006305.SAS
------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------ */*/*/*/

/* Macro Define /* Macro Define /* Macro Define /* Macro Define -------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- */*/*/*/

/* /* /* /* ------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------
標準検定マクロ標準検定マクロ標準検定マクロ標準検定マクロ ：：：： FREQCALMFREQCALMFREQCALMFREQCALM
バージョン　　バージョン　　バージョン　　バージョン　　 ：：：： 4444
標準検定手法名標準検定手法名標準検定手法名標準検定手法名 ：：：： 頻度集計頻度集計頻度集計頻度集計
オプション　　オプション　　オプション　　オプション　　 ：：：： 欠測値を分母に含める欠測値を分母に含める欠測値を分母に含める欠測値を分母に含める
----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------*/*/*/*/

＜続く＞＜続く＞＜続く＞＜続く＞

臨床統計業務支援システム
ユーザー画面③－５付

%%%%MACRO FREQCALM(DATA=,CLS1=,VAR=);MACRO FREQCALM(DATA=,CLS1=,VAR=);MACRO FREQCALM(DATA=,CLS1=,VAR=);MACRO FREQCALM(DATA=,CLS1=,VAR=);
PROC FREQ DATA=&DATA;PROC FREQ DATA=&DATA;PROC FREQ DATA=&DATA;PROC FREQ DATA=&DATA;
TABLES &CLS1*&VAR/NOCOL NOPERCENT MISSING TABLES &CLS1*&VAR/NOCOL NOPERCENT MISSING TABLES &CLS1*&VAR/NOCOL NOPERCENT MISSING TABLES &CLS1*&VAR/NOCOL NOPERCENT MISSING 
OUTPCT OUT=_&VAR.1(KEEP=&CLS1 &VAR COUNT PCT_ROW);OUTPCT OUT=_&VAR.1(KEEP=&CLS1 &VAR COUNT PCT_ROW);OUTPCT OUT=_&VAR.1(KEEP=&CLS1 &VAR COUNT PCT_ROW);OUTPCT OUT=_&VAR.1(KEEP=&CLS1 &VAR COUNT PCT_ROW);

RUN;RUN;RUN;RUN;

PROC SQL;PROC SQL;PROC SQL;PROC SQL;
CREATE TABLE _&VAR.2 ASCREATE TABLE _&VAR.2 ASCREATE TABLE _&VAR.2 ASCREATE TABLE _&VAR.2 AS
SELECT &CLS1,SUM(COUNT) AS COUNT FROM _&VAR.1SELECT &CLS1,SUM(COUNT) AS COUNT FROM _&VAR.1SELECT &CLS1,SUM(COUNT) AS COUNT FROM _&VAR.1SELECT &CLS1,SUM(COUNT) AS COUNT FROM _&VAR.1
GROUP BY &CLS1;GROUP BY &CLS1;GROUP BY &CLS1;GROUP BY &CLS1;

QUIT;QUIT;QUIT;QUIT;

DATA _&VAR.3;DATA _&VAR.3;DATA _&VAR.3;DATA _&VAR.3;
SET _&VAR.1 _&VAR.2;SET _&VAR.1 _&VAR.2;SET _&VAR.1 _&VAR.2;SET _&VAR.1 _&VAR.2;

RUN;RUN;RUN;RUN;

PROC SORT DATA=_&VAR.3 OUT=&VAR._P;PROC SORT DATA=_&VAR.3 OUT=&VAR._P;PROC SORT DATA=_&VAR.3 OUT=&VAR._P;PROC SORT DATA=_&VAR.3 OUT=&VAR._P;
BY &CLS1 &VAR PCT_ROW;BY &CLS1 &VAR PCT_ROW;BY &CLS1 &VAR PCT_ROW;BY &CLS1 &VAR PCT_ROW;

RUN;RUN;RUN;RUN;

PROC DATASETS MEMTYPE=DATA NOLIST;PROC DATASETS MEMTYPE=DATA NOLIST;PROC DATASETS MEMTYPE=DATA NOLIST;PROC DATASETS MEMTYPE=DATA NOLIST;
DELETE _&VAR.1 _&VAR.2 _&VAR.3;DELETE _&VAR.1 _&VAR.2 _&VAR.3;DELETE _&VAR.1 _&VAR.2 _&VAR.3;DELETE _&VAR.1 _&VAR.2 _&VAR.3;

RUN;RUN;RUN;RUN;
QUIT;QUIT;QUIT;QUIT;

%MEND FREQCALM;%MEND FREQCALM;%MEND FREQCALM;%MEND FREQCALM;
＜＜＜＜以下続く＞以下続く＞以下続く＞以下続く＞

/* /* /* /* Macro Define Macro Define Macro Define Macro Define -------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- */*/*/*/

/* /* /* /* ------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------
標準検定マクロ標準検定マクロ標準検定マクロ標準検定マクロ ：：：： FREQCALMFREQCALMFREQCALMFREQCALM
バージョン　　バージョン　　バージョン　　バージョン　　 ：：：： 4444
標準検定手法名標準検定手法名標準検定手法名標準検定手法名 ：：：： 頻度集計頻度集計頻度集計頻度集計
オプション　　オプション　　オプション　　オプション　　 ：：：： 欠測値を分母に含める欠測値を分母に含める欠測値を分母に含める欠測値を分母に含める
----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------*/*/*/*/

/* /* /* /* 頻度集計頻度集計頻度集計頻度集計 ((((欠測値を分母に含める欠測値を分母に含める欠測値を分母に含める欠測値を分母に含める)          */)          */)          */)          */

/*/*/*/*------------ PROGRAM SOURCE START PROGRAM SOURCE START PROGRAM SOURCE START PROGRAM SOURCE START ------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------*/*/*/*/

/*/*/*/*--------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------*/*/*/*/
/* PASS                           *//* PASS                           *//* PASS                           *//* PASS                           */
/*   DATA  /*   DATA  /*   DATA  /*   DATA  ：：：：入力ﾃﾞｰﾀｾｯﾄ名入力ﾃﾞｰﾀｾｯﾄ名入力ﾃﾞｰﾀｾｯﾄ名入力ﾃﾞｰﾀｾｯﾄ名 */*/*/*/
/*   /*   /*   /*   CLS1  CLS1  CLS1  CLS1  ：：：：行変数名行変数名行変数名行変数名((((処理群処理群処理群処理群)     */)     */)     */)     */
/*   /*   /*   /*   VAR   VAR   VAR   VAR   ：：：：列変数名列変数名列変数名列変数名((((分類変数分類変数分類変数分類変数)   */)   */)   */)   */
/*                                *//*                                *//*                                *//*                                */
/* /* /* /* RECIEVE                        */RECIEVE                        */RECIEVE                        */RECIEVE                        */
/*   /*   /*   /*   結果ﾃﾞｰﾀｾｯﾄ：結果ﾃﾞｰﾀｾｯﾄ：結果ﾃﾞｰﾀｾｯﾄ：結果ﾃﾞｰﾀｾｯﾄ：VARVARVARVAR変数名変数名変数名変数名 + _+ _+ _+ _P  */P  */P  */P  */
/*     &CLS1   /*     &CLS1   /*     &CLS1   /*     &CLS1   ：：：：行変数の分類値行変数の分類値行変数の分類値行変数の分類値 */*/*/*/
/*     &/*     &/*     &/*     &VAR    VAR    VAR    VAR    ：：：：列変数の分類値列変数の分類値列変数の分類値列変数の分類値 */*/*/*/
/*     /*     /*     /*     COUNT   COUNT   COUNT   COUNT   ：：：：Ｎ数Ｎ数Ｎ数Ｎ数 */*/*/*/
/*     /*     /*     /*     PCT_ROW PCT_ROW PCT_ROW PCT_ROW ：：：：%                */%                */%                */%                */
/*/*/*/*--------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------*/*/*/*/

<<<<途中省略途中省略途中省略途中省略>>>>

/*/*/*/*---------------------------------------- 体重体重体重体重 ----------------------------------------*/*/*/*/
WGT2=INPUT(LABPBW,WGT_I.);WGT2=INPUT(LABPBW,WGT_I.);WGT2=INPUT(LABPBW,WGT_I.);WGT2=INPUT(LABPBW,WGT_I.);
WGT2_S=PUT(WGT2,WGT_V.);WGT2_S=PUT(WGT2,WGT_V.);WGT2_S=PUT(WGT2,WGT_V.);WGT2_S=PUT(WGT2,WGT_V.);
RENAME LABPBW=WGT1;RENAME LABPBW=WGT1;RENAME LABPBW=WGT1;RENAME LABPBW=WGT1;

/*/*/*/*---------------------------------------- 肥満度肥満度肥満度肥満度 ----------------------------------------*/*/*/*/
HMN2=INPUT(LABPHM,HIMAN_I.);HMN2=INPUT(LABPHM,HIMAN_I.);HMN2=INPUT(LABPHM,HIMAN_I.);HMN2=INPUT(LABPHM,HIMAN_I.);
HMN2_S=PUT(HMN2,HIMAN_V.);HMN2_S=PUT(HMN2,HIMAN_V.);HMN2_S=PUT(HMN2,HIMAN_V.);HMN2_S=PUT(HMN2,HIMAN_V.);
RENAME LABPHM=HMN1;RENAME LABPHM=HMN1;RENAME LABPHM=HMN1;RENAME LABPHM=HMN1;
KEEP PATNO KEYCODE LABPKU LABPBH HGT2 HGT2_S LABPBW WGT2KEEP PATNO KEYCODE LABPKU LABPBH HGT2 HGT2_S LABPBW WGT2KEEP PATNO KEYCODE LABPKU LABPBH HGT2 HGT2_S LABPBW WGT2KEEP PATNO KEYCODE LABPKU LABPBH HGT2 HGT2_S LABPBW WGT2

WGT2_S LABPHM HMN2 HMN2_S;WGT2_S LABPHM HMN2 HMN2_S;WGT2_S LABPHM HMN2 HMN2_S;WGT2_S LABPHM HMN2 HMN2_S;
RUN;RUN;RUN;RUN;

DATA BGD1;DATA BGD1;DATA BGD1;DATA BGD1;
MERGE _BGD1 _BGD2 _BGD3;MERGE _BGD1 _BGD2 _BGD3;MERGE _BGD1 _BGD2 _BGD3;MERGE _BGD1 _BGD2 _BGD3;
BY PATNO;BY PATNO;BY PATNO;BY PATNO;

RUN;RUN;RUN;RUN;

%FREQCALM (DATA=BGD1,CLS1=KEYCODE,VAR=AGE2);%FREQCALM (DATA=BGD1,CLS1=KEYCODE,VAR=AGE2);%FREQCALM (DATA=BGD1,CLS1=KEYCODE,VAR=AGE2);%FREQCALM (DATA=BGD1,CLS1=KEYCODE,VAR=AGE2);
%DESCRIPT (DATA=BGD1,CLS1=KEYCODE,VAR=AGE1);%DESCRIPT (DATA=BGD1,CLS1=KEYCODE,VAR=AGE1);%DESCRIPT (DATA=BGD1,CLS1=KEYCODE,VAR=AGE1);%DESCRIPT (DATA=BGD1,CLS1=KEYCODE,VAR=AGE1);

/*/*/*/*--------------------------------------------------------------------------------------------------------*/*/*/*/
/* /* /* /* 処理内容：背景ﾃﾞｰﾀの作成処理内容：背景ﾃﾞｰﾀの作成処理内容：背景ﾃﾞｰﾀの作成処理内容：背景ﾃﾞｰﾀの作成 */*/*/*/
/* /* /* /* 注意事項：特になし注意事項：特になし注意事項：特になし注意事項：特になし */*/*/*/
/*/*/*/*--------------------------------------------------------------------------------------------------------*/*/*/*/

DATA _KEYCODE;DATA _KEYCODE;DATA _KEYCODE;DATA _KEYCODE;
SET PCD.PATMST;SET PCD.PATMST;SET PCD.PATMST;SET PCD.PATMST;
KEYCODE=1;KEYCODE=1;KEYCODE=1;KEYCODE=1;
KEEP PATNO KEYCODE;KEEP PATNO KEYCODE;KEEP PATNO KEYCODE;KEEP PATNO KEYCODE;

RUN;RUN;RUN;RUN;

DATA _BGD1;DATA _BGD1;DATA _BGD1;DATA _BGD1;
MERGE _KEYCODE PCD.BACKGRND;MERGE _KEYCODE PCD.BACKGRND;MERGE _KEYCODE PCD.BACKGRND;MERGE _KEYCODE PCD.BACKGRND;
BY PATNO;BY PATNO;BY PATNO;BY PATNO;

/*/*/*/*---------------------------------------- 年齢年齢年齢年齢 ----------------------------------------*/*/*/*/
AGE1=YEAR(ICDAY)AGE1=YEAR(ICDAY)AGE1=YEAR(ICDAY)AGE1=YEAR(ICDAY)----YEAR(BIRTHDAY)YEAR(BIRTHDAY)YEAR(BIRTHDAY)YEAR(BIRTHDAY)----(MONTH(ICDAY)<MONTH(BIRTHDAY))(MONTH(ICDAY)<MONTH(BIRTHDAY))(MONTH(ICDAY)<MONTH(BIRTHDAY))(MONTH(ICDAY)<MONTH(BIRTHDAY))
----(MONTH(ICDAY)=MONTH(BIRTHDAY))*(DAY(ICDAY)<DAY(BIRTHDAY));(MONTH(ICDAY)=MONTH(BIRTHDAY))*(DAY(ICDAY)<DAY(BIRTHDAY));(MONTH(ICDAY)=MONTH(BIRTHDAY))*(DAY(ICDAY)<DAY(BIRTHDAY));(MONTH(ICDAY)=MONTH(BIRTHDAY))*(DAY(ICDAY)<DAY(BIRTHDAY));

AGE2=INPUT(AGE1,AGE_I.);AGE2=INPUT(AGE1,AGE_I.);AGE2=INPUT(AGE1,AGE_I.);AGE2=INPUT(AGE1,AGE_I.);
AGE2_S=PUT(AGE2,AGE_V.);AGE2_S=PUT(AGE2,AGE_V.);AGE2_S=PUT(AGE2,AGE_V.);AGE2_S=PUT(AGE2,AGE_V.);

<<<<続く続く続く続く>>>>
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臨床統計業務支援システム
ユーザー画面③－６
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臨床統計業務支援システム
ユーザー画面③－６付
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臨床統計業務支援システム
ユーザー画面③－７
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標準検定手法一覧：標準検定手法一覧：標準検定手法一覧：標準検定手法一覧：

No.No.No.No. 登録情報登録情報登録情報登録情報

11111111 頻度集計頻度集計頻度集計頻度集計 欠測値を分母に含める欠測値を分母に含める欠測値を分母に含める欠測値を分母に含める 入力ﾃﾞｰﾀｾｯﾄ=BGD1入力ﾃﾞｰﾀｾｯﾄ=BGD1入力ﾃﾞｰﾀｾｯﾄ=BGD1入力ﾃﾞｰﾀｾｯﾄ=BGD1
FREQCALm.sasFREQCALm.sasFREQCALm.sasFREQCALm.sas Class変数(正整数)=KEYCODEClass変数(正整数)=KEYCODEClass変数(正整数)=KEYCODEClass変数(正整数)=KEYCODE
その他その他その他その他 Var変数=CMUMVar変数=CMUMVar変数=CMUMVar変数=CMUM

13131313 頻度集計頻度集計頻度集計頻度集計 欠測値を分母に含める欠測値を分母に含める欠測値を分母に含める欠測値を分母に含める 入力ﾃﾞｰﾀｾｯﾄ=BGD1入力ﾃﾞｰﾀｾｯﾄ=BGD1入力ﾃﾞｰﾀｾｯﾄ=BGD1入力ﾃﾞｰﾀｾｯﾄ=BGD1
FREQCALm.sasFREQCALm.sasFREQCALm.sasFREQCALm.sas Class変数(正整数)=KEYCODEClass変数(正整数)=KEYCODEClass変数(正整数)=KEYCODEClass変数(正整数)=KEYCODE
その他その他その他その他 Var変数=HSUMVar変数=HSUMVar変数=HSUMVar変数=HSUM

15151515 頻度集計頻度集計頻度集計頻度集計 欠測値を分母に含める欠測値を分母に含める欠測値を分母に含める欠測値を分母に含める 入力ﾃﾞｰﾀｾｯﾄ=BGD1入力ﾃﾞｰﾀｾｯﾄ=BGD1入力ﾃﾞｰﾀｾｯﾄ=BGD1入力ﾃﾞｰﾀｾｯﾄ=BGD1
FREQCALm.sasFREQCALm.sasFREQCALm.sasFREQCALm.sas Class変数(正整数)=KEYCODEClass変数(正整数)=KEYCODEClass変数(正整数)=KEYCODEClass変数(正整数)=KEYCODE
その他その他その他その他 Var変数=ANUMVar変数=ANUMVar変数=ANUMVar変数=ANUM

17171717 頻度集計頻度集計頻度集計頻度集計 欠測値を分母に含める欠測値を分母に含める欠測値を分母に含める欠測値を分母に含める 入力ﾃﾞｰﾀｾｯﾄ=BGD1入力ﾃﾞｰﾀｾｯﾄ=BGD1入力ﾃﾞｰﾀｾｯﾄ=BGD1入力ﾃﾞｰﾀｾｯﾄ=BGD1
FREQCALm.sasFREQCALm.sasFREQCALm.sasFREQCALm.sas Class変数(正整数)=KEYCODEClass変数(正整数)=KEYCODEClass変数(正整数)=KEYCODEClass変数(正整数)=KEYCODE
その他その他その他その他 Var変数=HEUMVar変数=HEUMVar変数=HEUMVar変数=HEUM

19191919 ｸﾛｽ集計ｸﾛｽ集計ｸﾛｽ集計ｸﾛｽ集計 欠測値を分母に含める欠測値を分母に含める欠測値を分母に含める欠測値を分母に含める 入力ﾃﾞｰﾀｾｯﾄ=BGD2入力ﾃﾞｰﾀｾｯﾄ=BGD2入力ﾃﾞｰﾀｾｯﾄ=BGD2入力ﾃﾞｰﾀｾｯﾄ=BGD2
CROSSTBLm.sasCROSSTBLm.sasCROSSTBLm.sasCROSSTBLm.sas Class変数(正整数)=KEYCODEClass変数(正整数)=KEYCODEClass変数(正整数)=KEYCODEClass変数(正整数)=KEYCODE
その他その他その他その他 行変数=COM行変数=COM行変数=COM行変数=COM

列変数=UMU1列変数=UMU1列変数=UMU1列変数=UMU1
ｸﾛｽ表合計ｶﾗﾑ=0ｸﾛｽ表合計ｶﾗﾑ=0ｸﾛｽ表合計ｶﾗﾑ=0ｸﾛｽ表合計ｶﾗﾑ=0

21212121 ｸﾛｽ集計ｸﾛｽ集計ｸﾛｽ集計ｸﾛｽ集計 欠測値を分母に含める欠測値を分母に含める欠測値を分母に含める欠測値を分母に含める 入力ﾃﾞｰﾀｾｯﾄ=BGD3入力ﾃﾞｰﾀｾｯﾄ=BGD3入力ﾃﾞｰﾀｾｯﾄ=BGD3入力ﾃﾞｰﾀｾｯﾄ=BGD3
CROSSTBLm.sasCROSSTBLm.sasCROSSTBLm.sasCROSSTBLm.sas Class変数(正整数)=KEYCODEClass変数(正整数)=KEYCODEClass変数(正整数)=KEYCODEClass変数(正整数)=KEYCODE
その他その他その他その他 行変数=HIS行変数=HIS行変数=HIS行変数=HIS

列変数=UMU1列変数=UMU1列変数=UMU1列変数=UMU1
ｸﾛｽ表合計ｶﾗﾑ=0ｸﾛｽ表合計ｶﾗﾑ=0ｸﾛｽ表合計ｶﾗﾑ=0ｸﾛｽ表合計ｶﾗﾑ=0

説          明説          明説          明説          明

解析実行手順：解析実行手順：解析実行手順：解析実行手順：

No.No.No.No. 登録情報登録情報登録情報登録情報 説  明説  明説  明説  明 設定パラメータ設定パラメータ設定パラメータ設定パラメータ

1111 2_02_01_背景FORMAT2_02_01_背景FORMAT2_02_01_背景FORMAT2_02_01_背景FORMAT 特になし特になし特になし特になし

2_02_01_背景FORMAT.sas2_02_01_背景FORMAT.sas2_02_01_背景FORMAT.sas2_02_01_背景FORMAT.sas
2222 2_02_背景ﾃﾞｰﾀ整形2_02_背景ﾃﾞｰﾀ整形2_02_背景ﾃﾞｰﾀ整形2_02_背景ﾃﾞｰﾀ整形 特になし特になし特になし特になし

2_02_背景ﾃﾞｰﾀ整形.sas2_02_背景ﾃﾞｰﾀ整形.sas2_02_背景ﾃﾞｰﾀ整形.sas2_02_背景ﾃﾞｰﾀ整形.sas
3333 計量値の分布と記述統計量計量値の分布と記述統計量計量値の分布と記述統計量計量値の分布と記述統計量 1.頻度集計1.頻度集計1.頻度集計1.頻度集計 入力ﾃﾞｰﾀｾｯﾄ=BGD1入力ﾃﾞｰﾀｾｯﾄ=BGD1入力ﾃﾞｰﾀｾｯﾄ=BGD1入力ﾃﾞｰﾀｾｯﾄ=BGD1
解析セット解析セット解析セット解析セット Class変数(正整数)=KEYCODEClass変数(正整数)=KEYCODEClass変数(正整数)=KEYCODEClass変数(正整数)=KEYCODE

Var変数=AGE2Var変数=AGE2Var変数=AGE2Var変数=AGE2
2.記述統計量2.記述統計量2.記述統計量2.記述統計量 入力ﾃﾞｰﾀｾｯﾄ=BGD1入力ﾃﾞｰﾀｾｯﾄ=BGD1入力ﾃﾞｰﾀｾｯﾄ=BGD1入力ﾃﾞｰﾀｾｯﾄ=BGD1

Class変数(正整数)=KEYCODEClass変数(正整数)=KEYCODEClass変数(正整数)=KEYCODEClass変数(正整数)=KEYCODE
Var変数=AGE1Var変数=AGE1Var変数=AGE1Var変数=AGE1

4444 2_02_01_01_結果整形_年齢2_02_01_01_結果整形_年齢2_02_01_01_結果整形_年齢2_02_01_01_結果整形_年齢 特になし特になし特になし特になし

2_02_01_01_結果整形_年齢.sas2_02_01_01_結果整形_年齢.sas2_02_01_01_結果整形_年齢.sas2_02_01_01_結果整形_年齢.sas
5555 計量値の分布と記述統計量計量値の分布と記述統計量計量値の分布と記述統計量計量値の分布と記述統計量
6666 2_02_01_02_結果整形_身長.sas2_02_01_02_結果整形_身長.sas2_02_01_02_結果整形_身長.sas2_02_01_02_結果整形_身長.sas 特になし特になし特になし特になし

2_02_01_02_結果整形_身長.sas2_02_01_02_結果整形_身長.sas2_02_01_02_結果整形_身長.sas2_02_01_02_結果整形_身長.sas
7777 計量値の分布と記述統計量計量値の分布と記述統計量計量値の分布と記述統計量計量値の分布と記述統計量
8888 2_02_01_03_結果整形_体重2_02_01_03_結果整形_体重2_02_01_03_結果整形_体重2_02_01_03_結果整形_体重 特になし特になし特になし特になし

2_02_01_03_結果整形_体重.sas2_02_01_03_結果整形_体重.sas2_02_01_03_結果整形_体重.sas2_02_01_03_結果整形_体重.sas
9999 計量値の分布と記述統計量計量値の分布と記述統計量計量値の分布と記述統計量計量値の分布と記述統計量
10101010 2_02_01_04_結果整形_肥満度2_02_01_04_結果整形_肥満度2_02_01_04_結果整形_肥満度2_02_01_04_結果整形_肥満度 特になし特になし特になし特になし

2_02_01_04_結果整形_肥満度.sas2_02_01_04_結果整形_肥満度.sas2_02_01_04_結果整形_肥満度.sas2_02_01_04_結果整形_肥満度.sas

臨床統計業務支援システム
ユーザー画面③－７付
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システム導入後
�成果成果成果成果

� モジュール化によりプログラムの作成工程モジュール化によりプログラムの作成工程モジュール化によりプログラムの作成工程モジュール化によりプログラムの作成工程
での作業効率が向上したでの作業効率が向上したでの作業効率が向上したでの作業効率が向上した

� データ、プログラム、実行結果をシステムデータ、プログラム、実行結果をシステムデータ、プログラム、実行結果をシステムデータ、プログラム、実行結果をシステム
上で管理できるので、記録の保存に関して上で管理できるので、記録の保存に関して上で管理できるので、記録の保存に関して上で管理できるので、記録の保存に関して
は漏れがないは漏れがないは漏れがないは漏れがない

� 解析内容を元に手順を作成し、実行する為、解析内容を元に手順を作成し、実行する為、解析内容を元に手順を作成し、実行する為、解析内容を元に手順を作成し、実行する為、

結果との紐付けが容易結果との紐付けが容易結果との紐付けが容易結果との紐付けが容易

� ライブラリ等を充実すれば、さらに作業のライブラリ等を充実すれば、さらに作業のライブラリ等を充実すれば、さらに作業のライブラリ等を充実すれば、さらに作業の
効率化が望める効率化が望める効率化が望める効率化が望める

SUGI-J 2001 30

今後の検討課題
�検討課題検討課題検討課題検討課題

� バリデーションについてバリデーションについてバリデーションについてバリデーションについて
» バリデーションの手順、記録の残し方バリデーションの手順、記録の残し方バリデーションの手順、記録の残し方バリデーションの手順、記録の残し方

� 履歴情報について履歴情報について履歴情報について履歴情報について
» 保存されている履歴情報の利用（検索システム等の追加）保存されている履歴情報の利用（検索システム等の追加）保存されている履歴情報の利用（検索システム等の追加）保存されている履歴情報の利用（検索システム等の追加）

� 操作性について操作性について操作性について操作性について
» プログラムの登録等、システムオペレーションを行う際プログラムの登録等、システムオペレーションを行う際プログラムの登録等、システムオペレーションを行う際プログラムの登録等、システムオペレーションを行う際

の操作性の向上の操作性の向上の操作性の向上の操作性の向上

» ユーザーインターフェイスの改善ユーザーインターフェイスの改善ユーザーインターフェイスの改善ユーザーインターフェイスの改善

� その他その他その他その他
» ＳＡＳＳＡＳＳＡＳＳＡＳ Ｖ８への対応等Ｖ８への対応等Ｖ８への対応等Ｖ８への対応等
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まとめ
� 解析業務の効率化を目指し、臨床統計業務支解析業務の効率化を目指し、臨床統計業務支解析業務の効率化を目指し、臨床統計業務支解析業務の効率化を目指し、臨床統計業務支

援システムの構築を試みた援システムの構築を試みた援システムの構築を試みた援システムの構築を試みた

� プログラム開発においては、モジュール化及プログラム開発においては、モジュール化及プログラム開発においては、モジュール化及プログラム開発においては、モジュール化及
びライブラリの利用により、作成工程の省力びライブラリの利用により、作成工程の省力びライブラリの利用により、作成工程の省力びライブラリの利用により、作成工程の省力
化が期待できた化が期待できた化が期待できた化が期待できた

� システム上で履歴情報が自動保存され、記録システム上で履歴情報が自動保存され、記録システム上で履歴情報が自動保存され、記録システム上で履歴情報が自動保存され、記録
の保存に関して作業が軽減できたの保存に関して作業が軽減できたの保存に関して作業が軽減できたの保存に関して作業が軽減できた

� 本システムの利用により、集計解析業務での本システムの利用により、集計解析業務での本システムの利用により、集計解析業務での本システムの利用により、集計解析業務での
作業工程の品質確保と、プログラム生産性の作業工程の品質確保と、プログラム生産性の作業工程の品質確保と、プログラム生産性の作業工程の品質確保と、プログラム生産性の
向上が期待できると考えられた向上が期待できると考えられた向上が期待できると考えられた向上が期待できると考えられた


